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大
お お

鷲
わ し

 祐
ゆ う

平
へ い

管理本部

今
回
は
、管
理
本
部
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
鷲

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
経
理
だ
け
で
は
な
く
、外

注
契
約
や
社
内
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
化
、イ
ベ
ン
ト
統
括
ま
で

こ
な
す
大
鷲
さ
ん
の
今
後
の
目
標
や
印
象
的
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
き
し
ま
し
た
！

前
職
も
建
設
系
会
社
で
経
理
を
担
当
し
て
お

り
、当
時
の
上
司
か
ら
の
紹
介
で
２
０
１
４
年
11
月

に
中
途
で
の
入
社
を
決
め
ま
し
た
。面
接
時
の
社
員

の
み
な
さ
ん
の
明
る
い
挨
拶
が
印
象
的
で
す
。

経
理
業
務

業
者
さ
ん
か
ら
の
請
求
書
の
伝
票
入
力
や
支
払

準
備
、
従
業
員
の
出
張
や
現
金
に
関
す
る
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
支
払
い
に
関
す
る
ミ
ス
が
無
い

よ
う
、金
額
や
期
限
の
確
認
作
業
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
最
終
確
認
は
経
理
課
長
に
お
願
い
し
、常
に
最

新
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
仕
事
し
て
い
ま
す
。

外
注
契
約
業
務

下
請
け
業
者
さ
ん
と
の
外
注
契
約
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
注
文
書
請
書
の
発
行
は
、先
方
の
業

入
社
の
き
っ
か
け

業
務
内
容

者
さ
ん
に
よ
っ
て
対
応
の
仕
方
が
都
度
変
わ
る
の

で
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
業
務

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
の
業
務
は
レ
イ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

さ
ん
に
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
Ｒ
Ｐ

Ａ
作
成
方
法
や
シ
ス
テ
ム
の
勉
強
中
で
、ゆ
く
ゆ
く

は
私
と
後
輩
の
２
人
で
社
内
の
業
務
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

会
社
で
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
は

た
ら
く
の
り
も
の
大
集
合
」が
印
象
的
で
す
。
乗
り

物
を
出
展
し
て
、来
場
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
が
、
２
０
１

９
年
に
は
全
体
の
統
括
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
共
同
出
展
し
た
外
部
の
会
社
や
参
加
す

る
従
業
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
物
凄
く
大
変
で
し
た

（
笑
）
こ
れ
ま
で
経
理
を
担
当
し
て
き
た
た
め
、
重

機
等
の
知
識
が
あ
ま
り
無
く
、色
々
な
人
に
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
作
業
船
と
重
機

２
台
を
出
展
し
た
の
で
す
が
、
人
員
不
足
で
と
て
も

忙
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
う
ち
の

今
ま
で
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と

ブ
ー
ス
に
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
と
親
御
さ
ん
の
子
ど
も
を
見
つ
め
る
姿
に

私
も
微
笑
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。私
の
子
ど
も
も
遊

び
に
来
て
く
れ
て
、
実
際
に
乗
せ
て
み
た
ら
す
ご
く

楽
し
そ
う
に
し
て
く
れ
た
の
で
頑
張
っ
て
良
か
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。

「
大
鷲
さ
ん
に
頼
め
ば
大
丈
夫
」
と
信
頼
さ
れ
る

よ
う
な
働
き
方
を
目
指
し
ま
す
。
業
務
内
容
だ
け

で
な
く
、
挨
拶
や
返
事
、
上
司
へ
の
報
連
相
な
ど
普

段
の
立
ち
居
振
る
舞
い
も
磨
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
下
請
け
業
者
さ
ん
と
の
外

注
契
約
業
務
を
電
子
で
行
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

導
入
な
ど
、
現
在
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
自
分
の
業
務
に
時
間
が
で
き
、
他

の
業
務
も
こ
な
し
な
が
ら
、
よ
り
成
長
し
て
い
き
ま

す
。今
話
題
の
Ｄ
Ｘ
化
に
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

今
後
の
目
標

▲福島町　福島大神宮例大祭山車引き協力

▲次男との２ショット

▲はたらくのりもの大集合イベントでの長男
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平
ひ ら

野
の

 聖
ま さ

人
と

工事部工事係

工
事
部
工
事
係
で
日
々
奮
闘
し
て
い
る
平
野
さ

ん
に
お
仕
事
や
今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
平
野
さ
ん
が「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
大
切
さ
を
感
じ
た
現
場
と
は
…
…
？

菅
原
組
に
入
社
し
た
高
校
時
代
の
同
級
生
か
ら

誘
い
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
管
理
部
の

部
長
が
札
幌
ま
で
足
を
運
び
、
会
社
概
要
や
福
利

厚
生
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
お
話

を
聞
き
、
奨
学
金
の
支
援
を
含
め
た
福
利
厚
生
の

手
厚
さ
や
、
海
に
特
化
し
た
工
事
を
し
て
い
る
点
に

魅
力
を
感
じ
、
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

土
木
施
工
技
術
者
と
し
て
、
現
場
の
安
全
管
理

や
工
程
に
つ
い
て
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が

考
え
た
こ
と
を
現
場
の
作
業
員
の
方
に
指
示
を
す

る
仕
事
な
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
が

重
要
で
す
。
作
業
員
の
方
に
も
色
々
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
年
上
の
方
や
少
し
怖
い
方
に
も
自
分
の
意

入
社
の
き
っ
か
け

業
務
内
容

見
を
聞
い
て
も
ら
う
と
い
う
点
が
最
も
難
し
い
部

分
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。態
度
や
話
し
方
に
も
気
を

遣
い
、作
業
員
の
方
々
と
の
関
係
構
築
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
最
近
は
１
月
か
ら
約
一
か
月
間
取
り
組

ん
で
い
た
建
物
の
解
体
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。重

機
と
人
と
の
接
触
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
安

全
管
理
の
部
分
を
徹
底
し
ま
し
た
。

作
業
員
の
方
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
良
い
関
係
に
持
っ
て
い
く
こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
で
、
親
し
み
や
す
い
空
気
感
は
自
分
の

強
み
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
行
っ

た
、
防
波
堤
の
胸
壁
を
作
る
工
事
は
、
関
わ
り
始
め

て
３
年
目
に
な
る
下
請
け
業
者
さ
ん
と
の
現
場
で

し
た
。
１
年
目
の
と
き
は
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
道
具
の
名
前
を
聞
く
な
ど
、
覚

え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

自
分
の
強
み
を
生
か
し
た

記
憶
に
残
る
仕
事

り
ま
し
た
。
２
年
目
は
「
そ
う
い
え
ば
い
た
ね
」
と

い
う
形
で
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
け
た
程
度
だ
っ
た
の

で
す
が
、
３
年
目
に
な
る
と
、
顔
と
名
前
を
し
っ
か

り
と
覚
え
て
い
た
だ
き
、
打
設
の
工
程
に
関
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
協
力
し
て
作
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
場
監
督
の
仕

事
は
、
こ
ち
ら
が
作
業
員
の
方
に
お
願
い
す
る
と
い

う
場
面
が
非
常
に
多
い
の
で
、
お
願
い
し
や
す
い
関

係
性
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

２
０
２
０
年
は
土
木
施
工
管
理
２
級
の
資
格
を

取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
２
０
２
１
年
は
同
資
格

の
一
級
一
次
検
定
試
験
合
格
が
目
標
で
す
。
ま
ず
は

学
科
試
験
の
合
格
へ
向
け
て
、資
料
集
や
過
去
問
を

使
っ
て
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
後
の
目
標
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作業に当たり気をつけるポイント

今回は『もと亀尾小学校プール等解体工事』について、児玉さんにお話を伺いました。

「見つからない水道管」「傷つけてはいけない木」など

数々の難関があったようです。
今回は『もと亀尾小学校プール等解体工事』について、児玉さんにお話を伺いました。

「見つからない水道管」「傷つけてはいけない木」など

数々の難関があったようです。
今回は『もと亀尾小学校プール等解体工事』について、児玉さんにお話を伺いました。

「見つからない水道管」「傷つけてはいけない木」など

数々の難関があったようです。
今回は『もと亀尾小学校プール等解体工事』について、児玉さんにお話を伺いました。

「見つからない水道管」「傷つけてはいけない木」など

数々の難関があったようです。

社員の皆様へのメッセージ

大変だったところ

記念樹や石像、学校案内板など、撤去せずに残す大切なも
のが傷つかないように、協力会社の方々含め皆で細心の注
意を払いました。基本的には囲いで囲って傷つけないように
しましたが、記念樹の下を通る水道管を撤去する際は大変
でした。水道管に木の根が絡んでいるかもしれず、根を傷つ
けると最悪の場合木が枯れてしまうことも考えられたので、
木の隣を掘って横から慎重に掘り進めました。結局根は水
道管に絡んでおらず、ほっとしました。また基本的に心がけ
ていたことは、現場のメンバーと密に連絡を取ることです。
私は主に打ち合わせを担当しており現場に赴くことが少な
かったため、その分現場の状況を把握する意味でも連絡は
大切にしていました。

まずは、今回ご協力いただいた皆さんに感謝申し上げま
す。解体工事は２本目だったので、これを糧に次の作業も
頑張ってまいります。今後ともよろしくお願い致します。

もと亀尾小学校プール等解体工事現 場 名
亀尾小学校が廃校になったので、プールを解体する運びとなりました。
プールの他にサッカーゴール等細々したものの撤去作業も行いました。
まず隣接する民家に迷惑がかからないように仮囲いを設置し、積雪も
あったので除雪作業を行いました。プールの解体は、基本的に重機を用
い、コンクリートと鉄の仕分けなど細かい部分は手作業で行いました。

現 場 に
つ い て

着 工 日 令和３年１月13日 完成予定日 令和３年３月18日

▲プール防水シート解体状況

▲プール解体状況

▲物置解体状況

▲排水管撤去状況

▲（左）平野さん、（右）児玉さん。
　同い年の２人！

数十年前の設計図なので、設計図上ではあるはずの排水用
の塩ビ管が地中に見当たらず、どんどん掘って探すしかあり
ませんでした。また、私有地や私道が近かったため、民家へ
の挨拶まわりに行ったことや、同じ学校の敷地内で違う業
者の方がボーリング作業を行っていたため、工事の日程が
被らないようにスケジュールを調節したことも大変でした。

メンバー
いずみひとし

所長 泉 等さん
ひらの　  まさと

現場担当 平野 聖人さん
こだま　 しょうた

現場代理人の児玉 翔太さん
その他協力会社の方々約６名の計９名ほど

   こだま　   しょうた

児玉 翔太さん工事部 工事係



作業に当たり気をつけるポイント

あなたの知らないあんな現場やこんな現場！

どんな事例があるのか、このページで要CHECKです！

今回は中央ふ頭上屋新築主体工事について小林弘和さんにお話を伺ってみました。
あなたの知らないあんな現場やこんな現場！

どんな事例があるのか、このページで要CHECKです！

今回は中央ふ頭上屋新築主体工事について小林弘和さんにお話を伺ってみました。
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今回は中央ふ頭上屋新築主体工事について小林弘和さんにお話を伺ってみました。
あなたの知らないあんな現場やこんな現場！

どんな事例があるのか、このページで要CHECKです！

今回は中央ふ頭上屋新築主体工事について小林弘和さんにお話を伺ってみました。

社員の皆様へのメッセージ大変だったところ

基礎工事に大変苦労しました。１８ｍの
杭を１０６本施工したのですが埋め立て
をした敷地のため、地中内に玉石があ
り、所定の位置に杭が２５本程度打設出
来ず、基礎を偏心させ補強しました。

敷地内が大変狭く、まずは現場事務所の設置場所や作業員駐車
場スペースなど借地の確保が必要でした。
また、現場の左右は既存倉庫とふ頭への入り口ゲートがあり、裏側
は岸壁の為、工事中のアプローチはすべて正面側しか使用できな
いので楊重計画など作業の手順を十分考えて施工しました。

工事場所が海の近くなので風が非常に強く、冬
期間の作業もあり作業環境は大変厳しい状況
ですが、作業員全員が一丸となって３月１６日の
竣工に向けて工事を進めております。
最後まで気を引き締めて残り半月を無事故無災
害で乗り切ってまいります。

（仮称）中央ふ頭上屋新築主体工事現 場 名

市営中央ふ頭倉庫の老朽化に伴い、既存倉庫を解体後、
倉庫を新築する工事

概      要

函館市海岸町201番の内施工場所 函館市発 注 者

今井工務店・戸沼岩崎建設・菅原組・富士サルベージ施 工 者

着 工 日 令和2年6月11日 完成予定日 令和3年3月16日

▲ 土工事 ▲内部

●工事内容　
直接仮設工事、土工事、地業工事、鉄筋工事、コンクリート
工事、型枠工事、鉄骨工事、防水工事、タイル工事、木工事、
屋根及びとい工事、金属工事、左官工事、建具工事、塗装工
事、内外装工事、ユニット及びその他工事、構内舗装工事

●構造 鉄骨造一部２階建て
●敷地面積 ３８２３．８２㎡
●延床面積 １５６８．４１㎡
●用途 倉庫
●進捗率 令和３年３月１日現在　９８％
●建物仕様 ： 屋根　丸馳折版Ⅱ型葺き　t=0.8

外壁　押出成形セメント板　t=60
防水形複層塗材 E

  





また、今回の建物は土間ではなく、スラブ配筋の
構造としているため、地中梁が非常に多く掘削時
は地山が残せず、Ｂ梁すべてに梁底の型枠を取
付け、基礎コンクリートを打設しました。

▲外観



例年、対面式で行われている企業説明会ですが、コロナ禍で
オンライン開催となりました。
３月１日に開催した八戸高専では、県外企業なので参加学
生がいるかどうか不安の中でのスタートでしたが、マリンコン
トラクター志望の学生が数名参加してくれました。中には祖父
がマリンコントラクターで働いていること、東日本大震災の経
験から海の土木で国土を守る仕事をしたいという志ある学生
に出会えたことも嬉しい出来事でした。他の学校に比べマリコ
ン人気が高く感じられ、さすが港町八戸と感じました。
企業側からは約160社の参加があり、県外企業にもかかわら
ず参加してくれた学生がいたことがとても嬉しく思いました。参
加者がゼロじゃなくて良かった(;’∀’)
また、現場見学会に参加してみたいという学生もいて、今度
は実際に会って会社の魅力を伝えられる機会を得られ今後の
楽しみが増えました。

八戸高専

採用活動レ
ポート

採用活動レ
ポート

オンライン
企業説明会

日　　程　令和３年３月１日　６ターム八戸工業高等専門学校（参加者３、４年生）

参 加 校　令和３年３月２日　８ターム
函館工業高等専門学校（参加者４年生）

参 加 者　小笠原聖さん、小林弘和さん
場　　所　本社会議室

今後の採用活動について

インターンシップもコロナ禍では出来る限り地元で行う学
校が多いと聞いています。
そうなると地元の学校からしか参加者がいないということ
になり、管外の学校に対しては学生と会って話せる機会がオ
ンライン説明会だけとコミュニケーションを取る機会が少な
いのが課題です。
そのため企業独自のインターンシップや現場見学会を企
画して受け入れられるように呼び掛けをしていきます。
次年度も現場にインターンシップ生が訪問してくれると思
います。その時はマリコンの魅力、会社の魅力をみんなで伝
えましょう。会社の未来を支えてくれるのは今の学生達です。
早く対面の説明会ができる世の中になってほしいと願うば
かりです。

初めてのオンライン開催で画面越しでしかコミュ
ニケーションを取れないことにもどかしさを感じま
したが、たくさんある企業から菅原組を選んでくれ
る嬉しさというのは変わらないものがありました。
コロナの影響もあり地元での就職という思考が強
くなってきている中、状況にとらわれず地元函館の
良さ、菅原組の良さを伝えていけたらと思います。

菅原組初！オンライン企業説明会

函館高専では、昨年インターンシップ生として来てくれた学
生に再会することができました。
説明会の中で、今年もまたインターンシップに参加したい！

ということになり、さっそく４月に来てくれることになりました。
現場がまだ動いていない時期なので、メニューはこれから計
画します。
４月は新入社員も入社して若者が増えるので、賑やかにな

りそうです。

函館高専

参加者の感想 小笠原さん



HAPPY BIRTHDAY TO YOU！

今回の献血活動では、前回よりも長い時間を確保していた
だき、2時間40分の間で計32名の方にご協力をいただき、
参加人数は昨年９月に行った時よりも２名増えました。
年々少しずつではありますが、当社で行っている献血活動
の参加人数が伸びてきています。参加者の中でも、協力会
社からの参加とは別に「一般からの参加」も前年度より多
いです。一般参加の方にお話を伺ったところ、ご自身で赤
十字血液センターのＨＰを検索して献血活動を行ってい
る場所を探して来たそうです。このように一般の方でも気
軽に参加が出来るため、ご家族・ご友人の方にもお声がけ
をしていただければと思います。

活動を終えての感想 次回に向けて

＼こんな活動、知
ってた！？／

社会貢献活動レ
ポート

社会貢献活動レ
ポート

献 血 活 動

日 　 　 時 　2020年3月5日(金)　12：20～15：00
参 加 人 数 　社内、社外・一般の方の参加もあり、

計32名（内11名が社内）
場 　 　 所 　（株）菅原組 本社駐車場にて

移動献血車「ひまわり号」内
当日の流れ 　　　　　　【献血の手順（１人20分程度）】

献血受付・問診回答→血圧計測・医師による問診
→血液事前測定・ヘモグロビン濃度測定→採血→休憩

献血を受ける際に注意していただきたいことをご紹介します。
当日に睡眠薬、鎮静剤などの薬を服用した場合は献血をすること
が出来ません。前回の献血活動で頭痛薬を服用していたために献
血 が 出 来 な かった 方 が いらっ
しゃったのでご注意ください！こ
のような情報などもＳＮＳで発
信し、皆さんに献血について関
心を持っていただければと思っ
ています。各ＳＮＳ（Facebook、
Twitter、Instagram）のフォロー
もどうぞよろしくお願いします！

管理本部

三浦 杏香さんに 聞きました！

工事本部工事部  積算課長
 ふ じ も と 　 ま さ ひ こ

藤本 昌彦さん
3

3 取締役  管理本部長
 こ ば や し 　 ひ ろ か ず

小林 弘和さん
13
3工事本部工務部(第十八すがわら号)

　さ か い  と お る

酒井 徹さん
5

3

3月生まれの皆さんをご紹介します。


